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●
は
じ
め
に

　

前
稿
ま
で
、
『
万
葉
集
』
巻
一
は
「
高
市
岡
本
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し

し
天
皇
の
世
」
（
舒
明
天
皇
）
の
歌
と
し
て
、
二
番
歌
の
《
望
国
》
、
三
～
四

番
歌
の
《
遊
猟
》
、
五
～
六
番
歌
の
《
行
幸
》
の
歌
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
辰
巳
正
明
（
注
１
）
が
、

舒
明
天
皇
を
始
祖
的
な
天
皇
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
『
万
葉
集
』
は

舒
明
天
皇
の
時
代
の
歌
と
し
て
天
皇
儀
礼
の
始
原
の
歌
（
後
世
の
歌
の
規
範

と
な
る
歌
）
を
並
べ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
『
万
葉
集
』
巻
一
は
、
舒
明
天

皇
の
歌
を
今
の
天
皇
の
時
代
（
舒
明
天
皇
と
皇
極
・
斉
明
天
皇
と
の
間
に
生

ま
れ
た
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
の
子
孫
と
な
る
文
武
天
皇
・
聖
武
天
皇
を
中

心
と
す
る
奈
良
王
朝
の
天
皇
の
グ
ル
ー
プ
）
の
始
ま
り
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
の
で
す
。

　

舒
明
天
皇
と
皇
極
・
斉
明
天
皇
（
舒
明
天
皇
の
皇
后
で
あ
っ
た
宝
王
女
は
、

舒
明
天
皇
崩
御
の
後
、
皇
極
天
皇
と
し
て
即
位
し
ま
す
。
そ
の
後
、
乙
巳
の

変
に
よ
っ
て
弟
の
孝
徳
天
皇
に
譲
位
し
ま
す
が
、
孝
徳
天
皇
の
崩
御
の
後
、

重
祚
（
ち
ょ
う
そ
）
し
て
斉
明
天
皇
と
な
り
ま
す
）
は
、
共
に
押
坂
彦
人
大

兄
皇
子
（
お
っ
さ
か
の
ひ
こ
ひ
と
お
お
え
の
み
こ
）
の
流
れ
を
引
く
天
皇
で

し
た
。
舒
明
天
皇
は
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
王
子
で
す
。
一
方
の
皇
極
・
斉

明
天
皇
は
、
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
子
で
あ
る
茅
渟
王
（
ち
ぬ
の
お
お
き
み
）

の
第
一
王
女
で
す
。
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
は
敏
達
天
皇
の
皇
子
で
、
母
は
息

長
真
手
（
お
き
な
が
ま
て
）
王
の
娘
の
広
姫
で
す
。
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
は
、

継
体
天
皇
を
支
え
た
こ
と
で
力
を
得
た
近
江
の
息
長
系
王
族
と
関
係
が
深
い

皇
子
で
し
た
。
奈
良
王
朝
の
天
皇
は
、
息
長
系
王
族
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

た
の
で
し
た
（
注
２
）
。

　

た
だ
し
、
両
親
が
息
長
系
王
族
の
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
が
即
位
し
た
の

は
、
結
果
論
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
舒
明
天
皇
の
時
代
に
は
、
前
代

か
ら
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
蘇
我
氏
が
い
た
か
ら
で
す
。
舒
明
天
皇
に
は

宝
王
女
の
他
に
法
堤
郎
媛
（
ほ
て
い
の
い
ら
つ
め
）
と
い
う
妃
が
い
ま
し
た
。

法
堤
郎
媛
は
、
舒
明
朝
に
権
力
を
握
っ
て
い
た
蘇
我
入
鹿
の
叔
母
に
あ
た
る

人
物
で
す
。
舒
明
天
皇
の
皇
子
は
、
宝
王
女
の
生
ん
だ
中
大
兄
皇
子
（
天
智

天
皇
）
と
大
海
人
皇
子
（
天
武
天
皇
）
、
法
堤
郎
媛
の
生
ん
だ
古
人
大
兄
皇

子
（
ふ
る
ひ
と
の
お
お
え
の
み
こ
）
が
い
ま
し
た
。
何
も
な
け
れ
ば
、
母
方

の
力
関
係
か
ら
見
て
、
皇
位
継
承
の
最
有
力
候
補
は
古
人
大
兄
皇
子
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
、
乙
巳
の
変
に
よ
っ
て
情
勢
は
大
き
く
変
わ
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り
ま
し
た
。
権
力
を
握
っ
て
い
た
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
の
父
子
は
殺
害
さ
れ
、

後
ろ
盾
を
失
っ
た
古
人
大
兄
皇
子
は
出
家
の
後
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
乙
巳

の
変
に
は
い
ろ
い
ろ
な
政
治
的
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ

に
中
大
兄
皇
子
に
よ
る
政
権
の
簒
奪
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
（
注
３
）
。

　

 

『
日
本
書
紀
』
は
、
乙
巳
の
変
が
中
大
兄
皇
子
の
簒
奪
で
あ
っ
た
こ
と
を

隠
そ
う
と
し
ま
す
。
後
の
天
皇
た
ち
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
王
朝
の
始
祖

が
簒
奪
と
い
う
不
当
な
手
段
に
よ
っ
て
王
権
を
奪
取
し
た
と
い
う
事
実
は
都

合
が
悪
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。
『
万
葉
集
』
を
歴
史
書
と
し
て
読
む
と
、
『
日

本
書
紀
」と
同
じ
よ
う
な
操
作
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
『
万

葉
集
』
で
は
皇
極
・
斉
明
天
皇
を
中
心
と
す
る
後
宮
（
こ
う
き
ゅ
う
）
の
女

性
た
ち
の
和
歌
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
舒
明
天
皇
と
皇
極
・

斉
明
天
皇
と
の
仲
が
睦
ま
じ
か
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
す
。
一
方
の
法
堤

郎
媛
の
歌
は
全
く
載
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
、
扱
い
ま
す
「
明
日
香
川

原
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
天
皇
の
代
」
（
皇
極
天
皇
の
時
代
）
の
歌
と

し
て
巻
一
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
七
番
歌
も
皇
極
・
斉
明
天
皇
を
中
心
と
す
る

後
宮
の
繁
栄
を
示
す
歌
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
七
番
歌
の
内
容

の
検
討
と
、
作
者
で
あ
る
額
田
王
の
出
自
の
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
万
葉
集
』
巻
一
が
舒
明
天
皇
の
後
宮
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
た
か
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
秋
の
野
の
回
想

　

そ
こ
で
、
ま
ず
今
回
扱
う
七
番
歌
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

額
田
王
の
歌　
　
　

未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず

秋
の
野
の
み
草
刈
り
葺ふ

き
宿
れ
り
し
宇
治
の
京

み
や
こ

の
仮か

り

廬い
ほ

し
思
ほ
ゆ
（
１
七
）

右
、
山
上
憶
良
大
夫
の
類
聚
歌
林
（
る
い
じ
ゅ
う
か
り
ん
）
を
検

か
む
が

ふ
る

に
曰
は
く
、
一
書
に
戊ぼ

し

ん申
の
年
比ひ

ら良
の
宮
に
幸

い
で
ま

す
と
き
の
大お

ほ
み
う
た

御
歌
と
い

へ
り
。
た
だ
し
、
紀
に
曰
は
く
、
五
年
春
正
月
己き

ぼ

う卯
の
朔

つ
き
た
ちの

辛し

ん

し巳
、
天

皇
、
紀
の
温
湯
よ
り
至
り
ま
す
。
三
月
戊ぼ

い

ん寅
の
朔
、
天
皇
吉
野
の
宮
に

幸
し
て
肆
宴
す
。
庚こ

う
し
ん辰

の
日
、
天
皇
近
江
の
平
の
浦
に
幸
す
と
い
へ
り
。

　

七
番
歌
の
作
歌
事
情
に
つ
い
て
、
題
詞
（
だ
い
し
）
に
は
「
額
田
王
の
歌
」

と
し
か
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
巻
一
の
編
集
者
も
不
審

に
感
じ
た
ら
し
く
、
「
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

参
考
と
し
て
左
注
（
さ
ち
ゅ
う
）
に
山
上
憶
良
の
『
類
従
歌
林
』
（
『
類
従
歌

林
』
は
、
『
万
葉
集
』
巻
一
・
巻
二
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
本
で
、
『
万
葉

集
』
と
異
な
る
作
歌
事
情
が
多
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
万
葉
集
』
の
歌
が

ど
の
よ
う
な
場
で
う
た
わ
れ
た
の
か
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
本
な
の

で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
『
類
従
歌
林
』
に
つ
い
て

は
多
く
の
研
究
が
あ
り
ま
す
（
注
４
）
）
を
挙
げ
て
、
「
一
書
（
『
類
従
歌
林
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
本
。
一
書
と
は
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
細

は
分
か
り
ま
せ
ん
）
」
に
は
、
こ
の
歌
は
「
戊
申
の
年
」
＝
孝
徳
天
皇
大
化
四

年
（
六
四
八
）
に
行
わ
れ
た
行
幸
の
と
き
の
「
大
御
歌
」
＝
皇
極
上
皇
の
歌

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
正
史
で
あ
る
『
日

本
書
紀
』
に
は
、
大
化
四
年
の
行
幸
の
記
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
年

代
が
ず
れ
る
も
の
の
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
斉
明
五
年
（
六
五
九
）
三
月
に

平
浦
行
幸
の
記
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

左
注
に
記
さ
れ
て
い
る
状
況
は
複
雑
で
す
が
、
伊
藤
博
（
注
５
）
は
、

額
田
王
が
回
想
す
る
「
宇
治
の
み
や
こ
の
仮
廬
」
の
地
は
、
皇
極
上
皇
（
斉

明
女
帝
）
が
、
夫
舒
明
天
皇
の
在
世
中
、
と
も
に
近
江
路
に
い
で
ま
し

た
曽
遊
の
地
で
あ
っ
た
。
今
、
大
化
四
年
、
宇
治
の
そ
の
地
に
旅
宿
り

す
る
に
あ
た
り
、
夫
と
の
思
い
出
深
い
行
幸
を
偲
ん
で
、
女
帝
が
側
近

に
対
し
て
懐
古
談
を
披
露
し
た
。
多
感
で
利
発
な
女
性
で
あ
っ
た
額
田

王
は
、
斉
明
女
帝
の
感
愛
の
情
を
く
み
と
っ
て
、
そ
の
心
境
を
そ
の
ま

ま
歌
に
し
た
。
我
が
意
を
つ
く
し
た
格
調
高
く
す
き
の
な
い
歌
に
い
た

く
満
足
し
、
王
の
や
さ
し
い
思
い
や
り
と
す
ぐ
れ
た
歌
才
を
ほ
め
そ
や
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し
た
。
こ
う
し
て
、
額
田
王
は
、
天
皇
の
「
御
言
持
ち
歌
人
」
と
し
て

活
躍
す
る
契
機
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
伊
藤
に
よ
れ
ば
、
七
番
歌
は
大
化
四
年
の
宇
治
行
幸
に

際
し
て
、
以
前
行
な
わ
れ
た
（
年
代
不
明
）
行
幸
に
際
し
て
宇
治
に
旅
宿
り

を
し
た
こ
と
を
大
化
四
年
の
行
幸
の
と
き
に
思
い
出
し
て
、
そ
の
思
い
出
を
、

額
田
王
が
皇
極
・
斉
明
天
皇
に
成
り
代
わ
っ
て
「
秋
の
野
の
み
草
刈
り
葺
き

宿
れ
り
し
」
と
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。『
万
葉
集
』

巻
一
に
は
、
こ
の
七
番
歌
の
よ
う
に
舒
明
天
皇
と
皇
極
・
斉
明
天
皇
と
の
仲

が
睦
ま
じ
か
っ
た
こ
と
を
う
た
う
歌
が
続
け
て
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
巻
一

に
こ
の
よ
う
な
歌
が
多
い
の
は
、
舒
明
天
皇
の
正
統
な
妃
が
宝
皇
女
（
皇
極
・

斉
明
天
皇
）
で
あ
る
こ
と
を
『
万
葉
集
』
巻
一
が
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
皇
極
・
斉
明
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
中
大
兄
皇

子
・
大
海
人
皇
子
が
舒
明
天
皇
の
正
統
な
後
継
者
だ
と
い
う
主
張
へ
と
繋
が

り
ま
す
。

　

皇
極
・
斉
明
天
皇
に
仕
え
て
、
舒
明
天
皇
へ
の
回
想
を
繰
り
返
し
行
い
な

が
ら
、
後
宮
を
歌
に
よ
っ
て
も
り
立
て
て
い
っ
た
の
が
、
額
田
王
で
す
。
で

は
、
額
田
王
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●
額
田
王
の
出
自

　

額
田
王
に
つ
い
て
の
公
式
の
記
録
は
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
二

月
条
に
、

天
皇
、
初
め
鏡
王
の
女
額
田
姫
王
を
聚
し
て
、
十
市
皇
女
を
生
し
ま
せ
り
。

あ
る
こ
と
だ
け
で
す
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
額
田
王
が
天
武
天
皇
の
妃

で
あ
る
こ
と
、
鏡
王
の
娘
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
十
市
皇
女
を
生
ん
だ
と
言

う
こ
と
だ
け
で
す
。
額
田
王
の
父
親
で
あ
る
鏡
王
に
つ
い
て
の
経
歴
は
、
一

切
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
「
王
」
と
名
告
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、

皇
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
養
老
令
（
天
平
宝
字

元
年
（
七
五
七
）
に
施
行
さ
れ
た
法
律
）
第
十
三
の
継
嗣
令
第
一
条
に
、

天
皇
の
兄
弟
、
皇
子
は
、
み
な
親
王
と
す
る
こ
と
【
女
帝
の
子
も
ま
た

同
じ
】
。
そ
れ
以
外
は
、
い
ず
れ
も
諸
王
と
す
る
こ
と
。
親
王
よ
り
五

世
（
＝
五
世
の
王　

※
こ
こ
で
は
親
王
を
一
世
と
し
て
数
え
る
）
は
、

王
の
名
を
得
て
い
る
と
し
て
も
皇
親
の
範
囲
に
は
含
ま
な
い
。

と
あ
る
よ
う
に
、
律
令
制
に
お
い
て
、
天
皇
の
子
は
「
親
王
」
、
天
皇
の
孫

以
降
は
「
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
額
田
王
に
関
し
て
は
、

「
薬
師
寺
縁
起
」
に
、
天
武
天
皇
の
配
偶
者
に
つ
い
て
「
天
皇
、
惣
べ
て
一
后
、

三
妃
、
三
夫
人
、
三
采
女
な
り
」
と
あ
り
、
三
采
女
と
し
て
、

初
め
、
鏡
王
（
の
女
）
額
田
姫
王
。
一
女
を
生
む
。
十
市
（
皇
）
女
。

次
、
胸
形
君
徳
善
の
女
尼
子
娘
。
一
男
を
生
む
。

今
次
、
穀
媛
娘
。
宍
人
臣
大
万
侶
の
女
。
二
男
・
二
女
を
産
む
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
額
田
王
を
采
女
と
考
え
る
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
采
女

と
は
宮
中
の
雑
役
に
従
事
す
る
下
級
女
官
で
、
王
族
の
従
事
す
る
職
掌
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

額
田
王
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
近
江
説
と
大
和
説
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇

～
一
八
〇
一
）
は
、
『
玉
勝
間
』
の
中
で
、
鏡
王
と
は
、
こ
の
一
族
が
近
江

国
野
洲
郡
鏡
里
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
一
方
、

谷
馨
（
注
６
）
は
、
王
や
皇
子
・
皇
女
の
名
が
、
地
名
や
そ
の
養
育
氏
族
の

名
に
基
づ
く
こ
と
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
額
田
王
は
、
大
和
国
平
群
郡
額
田

郷
の
出
身
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　

近
江
説
・
大
和
説
に
は
共
に
決
め
手
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
私
の
立
場

を
述
べ
ま
す
と
、
尾
畑
喜
一
郎
（
注
７
）
が
、
額
田
王
の
姉
妹
で
あ
る
と
考



額田王と忍坂一族 ─『万葉集』１七─

― 55 ―

（ 4 ）

え
ら
れ
て
い
る
鏡
王
女
の
墓
に
注
目
し
て
、
近
江
説
を
支
持
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
尾
畑
説
に
従
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
鏡
王
女
と
は
、
鏡
王
の
女
と

い
う
意
味
の
呼
称
な
の
で
、
同
じ
く
鏡
王
の
女
で
あ
る
額
田
王
と
姉
妹
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
『
万
葉
集
』
巻
四
に
は
、

　
　

額
田
王
、
近
江
天
皇
を
思
ひ
て
作
る
歌
一
首

君
待
つ
と
わ
が
恋
ひ
を
れ
ば
わ
が
屋
戸
の
す
だ
れ
動
か
し
秋
の
風
吹
く

（
４
四
八
八
）

　
　

鏡
王
女
の
作
る
歌
一
首

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
羨
し
風
を
だ
に
来
む
と
し
待
た
ば
何
か
嘆
か
む

（
４
四
八
九
）

と
い
う
よ
う
に
、
鏡
王
女
と
額
田
王
の
贈
答
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

贈
答
歌
は
二
人
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。『
延
喜
諸
陵
式
』（
延

喜
五
年
（
九
〇
五
）
に
編
纂
さ
れ
た
法
律
書
。
諸
陵
式
と
は
、
朝
廷
で
祭
祀

す
る
べ
き
陵
墓
の
一
覧
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
は
、
鏡
王
女
の
墓
と
し
て

「
押
坂
墓
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
押
坂
墓
に
つ
い
て
は
、
『
延
喜
諸
陵
式
』

に
は
細
注
と
し
て
「
大
和
国
の
添
上
郡
の
押
坂
陵
域
内
の
東
北
に
在
り
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
押
坂
陵
と
は
舒
明
天
皇
の
陵
墓
で
す
。
尾
畑
は
、
舒
明

天
皇
が
押
坂
に
葬
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
地
が
父
の
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
と
深

い
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
押
坂
に
陵
墓
を
持
つ
皇
族

は
い
ず
れ
も
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
と
血
縁
を
持
つ
「
押
坂
一
族
」
と
呼
ぶ
べ

き
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
尾
畑
説
に
よ
れ
ば
、
押
坂

に
墓
が
あ
る
鏡
王
女
は
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
一
族
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
父
の
鏡
王
、
そ
の
姉
妹
の
額
田
王
も
押
坂
彦
人

大
兄
皇
子
の
一
族
で
あ
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

額
田
王
が
活
躍
し
た
の
は
、
主
と
し
て
皇
極
・
斉
明
天
皇
の
時
代
で
す
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
皇
極
・
斉
明
天
皇
も
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の

一
族
で
す
。
皇
極
・
斉
明
天
皇
が
額
田
王
を
引
き
上
げ
た
の
は
、
本
人
の
才

能
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
同
じ
血
縁
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
か
ら
だ
と

考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

●
ま
と
め

　

『
万
葉
集
』
巻
一
の
語
る
歴
史
は
、
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
・
舒
明
天
皇
の

正
当
な
后
は
、
同
じ
く
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
一
族
で
あ
っ
た
皇
極
・
斉
明

天
皇
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
父
母
が
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の

血
を
引
く
天
智
天
皇
・
天
武
天
皇
は
、
舒
明
天
皇
の
正
当
な
後
継
者
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意

識
し
た
皇
極
・
斉
明
天
皇
に
仕
え
た
額
田
王
も
ま
た
、
同
じ
く
押
坂
彦
人
大

兄
皇
子
の
一
族
に
連
な
り
ま
す
。
『
万
葉
集
』
巻
一
は
、
押
坂
彦
人
大
兄
皇

子
に
連
な
る
額
田
王
の
歌
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
舒
明
天
皇
以
降
の
天

皇
は
そ
れ
以
前
の
蘇
我
氏
系
の
天
皇
と
一
線
を
画
す
新
し
い
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
し
た
。

注１　

辰
巳
正
明
「
舒
明
朝
万
葉
歌
の
形
成
」（
『
万
葉
集
と
中
国
文
学　

第
二
』

笠
間
書
院
、
一
九
九
三
）
。

２　

舒
明
天
皇
と
皇
極
・
斉
明
天
皇
と
押
坂
彦
人
皇
子
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
「
天
香
具
山
の
国
見
─
『
万
葉
集
』
１
二
─
」
（
「
中
村
学
園
大
学
流

通
科
学
研
究
」
１
４

－

２
、
２
０
１
５
）
参
照
。

３　

乙
巳
の
変
の
政
治
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
、
「
乙
巳
の
変
と
『
万
葉
集
』

１
三
～
四
」
（
「
中
村
学
園
大
学
流
通
科
学
研
究
」
１
５

－

２
、
２
０
１
６
）

参
照
。

４　

市
瀬
雅
之
「
左
注
に
残
さ
れ
た
『
類
従
歌
林
』
」
（
『
万
葉
集
編
纂
論
』

お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
七
）
、
大
浦
誠
士
「
初
期
万
葉
の
作
者
異
伝
を
め
ぐ
っ

て
」
（
『
万
葉
集
の
様
式
と
表
現
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
）
。

５　

伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注　

一
』
集
英
社
、
一
九
九
五
。

６　

谷
馨
「
額
田
姫
王
の
生
涯
と
作
品
」
（
『
額
田
姫
王
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
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一
九
六
七
）
。

７　

尾
畑
喜
一
郎
「
鏡
王
女
と
忍
坂
一
族
」
（
『
万
葉
集
の
研
究
』
桜
楓
社
、

一
九
八
四
）
。


